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２．対象地域

鹿児島県全域

対象範囲図

３．地域の概要

広大な海域と多くの島しょを有し，黒潮の恵みを受け，沿
岸・沖合域で多様な漁船漁業が営まれている。また，鹿児島
湾や八代海等の入り江の静穏な海域では年間を通して比較的
高い水温にあること等から，海面養殖業が盛んに営まれてい
る。
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（２）デジタル水産業に関する現状と課題
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各種業務のデジタル化やＩＣＴ利用により，生産性の向上，省人化・省力化，コスト削減，消費拡大等を図るために，大学や民
間企業とともに技術開発や現場実装，普及に取り組む。

現状

①漁船漁業のスマート化
・漁獲量の減少
・出漁の長時間化
・燃油高騰
・漁業者の後継者不足/高齢化

②市場業務のデジタル化
・産地市場職員の担い手不足
・産地市場のアナログな業務手法

③稚うなぎトレーサビリティ
・稚うなぎの水産流通適正化法適用開始による行政対応
・稚うなぎ漁業に係る煩雑な申請及び許可手続き

④赤潮被害対策ネットワーク
・赤潮被害を低減するための迅速な情報共有体制が必要
・赤潮プランクトン検鏡作業の簡素化及び人員確保が必要

⑤スマート水産機器導入促進，⑥水産分野におけるデジタル人材の確保・育成の推進
漁業現場へスマート水産機器の導入を促進し，省力化・省人化，生産性や漁労所得の向上を図りつつ，これら取組を推進するう
えで必要不可欠な水産分野におけるデジタル人材の確保・育成を推進する必要がある。

⑦デジタル・スマート水産業連携体制の構築
これら取組に横串を刺し，地域一体とした取組とすることで，相乗効果を生み出すことができる体制を構築することが求められ
ている。

課題



（３）地域が目指すデジタル水産業の全体像

基本計画での下部計画という位置づけとし，デジタル化の取組により，５つの基本目標を後押しすることで，水産業の振興と漁村
の活性化を図る。

デジタル水産業戦略拠点構想図
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No. テーマ

1 漁船漁業のスマート化

2 市場業務のデジタル化

3 稚うなぎトレーサビリティ

4 赤潮被害対策ネットワーク

5 スマート水産機器導入促進

6 水産分野における
デジタル人材の確保・育成の推進

7 デジタル・スマート水産業連携体制の
構築

４．事業計画の内容

プロジェクト計画 計画スケジュール

本事業は７つの事業分野に分けてプロジェクトを実施する。
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（１）漁船漁業のスマート化

高精度の海況予測を活用した漁場予測技術の開発に取り組み，漁船漁業のスマート化による操業の効率化，漁家経営の安定化を図
る。

目的

①海況、漁獲量データの収集
②海況予測の精度向上
③高精度海況予測を活用した漁場予測

内容

①操業の効率化により，漁労時間，燃油使用量の削減

②陸から故障対応が可能となり、船の安全確保と航海の継続が可能

期待される効果

構想図
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（２）市場業務のデジタル化

アナログな手法が大半を占める産地市場の業務をデジタル化し，産地市場業務の省力化，効率化を図る。

目的

①AIによる魚種判別機能等を有する自動計量器の製作
②電子入札システムの開発

内容

①産地市場職員の省力化，迅速な入札結果

②市場情報のエンドユーザーへの情報提供による販路・消費拡大，魚価向上

期待される効果
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構想図



（３）稚うなぎトレーサビリティ

稚うなぎ漁業の申請者の利便性向上や許可業務の省力化，水産流通適正化法への対応を徹底するため，採捕から養鰻場への池入れ
までの行政手続等のデジタル化に取り組む。

目的

①採捕者，取扱事業者によるトレサシステムの利用促進
②許可申請，許可証，採捕報告のデジタル化

内容

①水産流通適正化法の徹底
②採捕者の利便性の向上，省力化
③行政手続事務の省力化

期待される効果
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構想図



（４）赤潮被害対策ネットワーク

赤潮発生時において，潮流や水温，現場写真等の赤潮被害対策に重要な情報を，迅速に集約，共有するネットワークを構築すると
ともに，赤潮プランクトン検鏡の簡易手法を開発し，赤潮被害を減少させる。

目的

①海況や赤潮調査等の情報を集約，迅速に共有する赤潮被害対策ネットワークの構築
②赤潮プランクトン検鏡における簡易手法の開発

内容

①赤潮情報共有の迅速化，赤潮情報に係るHPアップ等の作業の省力化
②赤潮調査に係る省力化
③赤潮被害の低減

期待される効果
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構想図



（５）スマート水産機器導入促進

漁業現場での生産性の向上，省力・省人化のためのスマート水産機器導入を促進させるとともに，適切な助言や事例紹介が行える
よう伴走者支援体制の充実を図る。

目的

①効果的な伴走者支援体制の検討
②伴走者向け他地域現地視察への参加
③県内伴走者，生産者等研修会の開催

内容

①最適なスマート水産機器導入の促進
②漁業現場での生産性の向上，省力・省人化
③データ利活用ポリシーの理解醸成

期待される効果
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構想図



（６）水産分野におけるデジタル人材の確保・育成の推進

本県水産業のデジタル化，スマート化推進の基礎となるデジタル人材の確保，育成を図る。

目的

①水産分野における本県デジタル事業者名簿の作成
②漁業者等とデジタル人材のマッチング

内容

①係留場所に関するルールが確実に遵守され、漁港利用者の現状の利用方法維持が可能

②監視カメラ等を用いた管理・監視により作業の省人化、安全性向上

期待される効果
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構想図



（７）デジタル・スマート水産業連携体制の構築

デジタル・スマート水産業に係る各取組間の連携体制の構築及び強化を図り，漁業現場への普及及び他地域への横展開を推進する。

目的

①分野を超えた連携強化のためのコンソーシアム会議の開催
②デジタル水産業戦略拠点の目的である漁村活性化，消費拡大，海業推進等に向けたデジタル技術活用方策に係る検討会の開催
③デジタル・スマート水産業に係る市町村職員向け研修会の開催

内容

①地域一体となった取組となり、デジタル化における相乗効果を生み出す
②地域に真に必要なデジタル化を検討する体制が構築できる
③デジタル化の漁業現場への普及及び他地域への横展開

期待される効果

11

構想図
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